
ナ
ス
科
の
花
（
第
１
図
）

■
ト
マ
ト

花
は
黄
色
で
６
花
弁
と
、
筒
状
に
連
合

し
た
６
本
の
雄
し
べ
が
ひ
と
つ
の
雌
し
べ

を
囲
ん
で
い
ま
す
。
雄
し
べ
は
頂
部
に
葯や
く

孔こ
う

が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
花
粉
が
出
ま
す
。

花
は
下
向
き
に
咲
き
ま
す
が
、
開
花
す
る

と
花
弁
は
反
り
返
り
ま
す
。
花か

柱ち
ゅ
う

は
葯や
く

の

裂
開
開
始
ご
ろ
に
伸
び
、
柱ち
ゅ
う

頭と
う

は
葯
の
頂

部
よ
り
や
や
短
〜
２
a
長
く
、
葯や
く

筒と
う

の
先

に
付
着
し
た
花
粉
で
自じ

花か

受
粉
す
る
か
、

昆
虫
の
媒
介
す
る
花
粉
で
他た

花か

受
粉
し
ま

す
。
た
だ
し
、
花
柱
が
開
葯
前
に
伸
長
す

る
品
種
は
、
他
花
受
粉
率
が
高
い
と
い
え

ま
す
。

花
粉
の
寿
命
は
開
花
前
日
か
ら
３
日
ほ

ど
で
、
柱
頭
の
受
粉
能
力
は
開
葯
２
日
前

か
ら
４
〜
５
日
間
あ
り
ま
す
。
花
粉
の
発

芽
力
は
35
℃
以
上
で
急
に
低
下
し
、
40
℃

以
上
で
は
不
発
芽
に
な
り
ま
す
が
、
逆
に

12
℃
以
下
の
低
温
で
は
花
粉
の
稔ね
ん

性せ
い

が
低

下
し
ま
す
。

■
ナ
ス

ト
マ
ト
に
似
ま
す
が
、
６
本
の
雄
し
べ

が
筒
状
に
並
び（
連
合
し
な
い
）、
葯
の
頂

端
に
花
粉
の
出
る
葯
孔
が
あ
り
ま
す
。
柱

頭
は
葯
を
越
え
て
突
き
出
て
（
長ち
ょ
う

花か

柱ち
ゅ
う

花か

）、
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その10 
主要な 
野菜の花と 
ミツバチの関係 
　育種では優良な栽培・品質特性に加えて、優

れた採種性が品種に求められます。ここでは、

採種性に関する基本的な花の形態とミツバチと

の関係について述べたいと思います。 

～原点とのふれあい～ ～原点とのふれあい～ 
（元 農水省野菜・茶業試験場育種部部長） 
タキイ研究農場 研究顧問 

1

自
花
ま
た
は
他
花
受
粉
し
ま
す
。

■
ピ
ー
マ
ン

雄
し
べ
は
５
本
で
連
合
せ
ず
、
雌
し
べ

は
雄
し
べ
よ
り
も
や
や
短
〜
か
な
り
長
い

に
変
わ
り
ま
す
。
特
に
、
雌
し
べ
の
長
い

品
種
で
は
他
家
（
交
雑
）
受
粉
す
る
機
会

が
高
く
な
り
ま
す
。

＊
　
　
＊
　
　
＊

ト
マ
ト
な
ど
の
花
粉
は
ミ
ツ
バ
チ
の
誘

引
力
が
低
く
、
ま
た
花か

蜜み
つ

は
ほ
と
ん
ど
分

泌
し
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
虫
ち
ゅ
う

媒ば
い

受
粉
に

第１図　ナス科の花と葯の形態 （斎藤、1982） 
A.トマト 

B.ナス 

C.ピーマン 

花弁 

花粉の 
出る孔 

葯 

子房 

胚珠 
花柄 

花糸 

花糸 

柱頭 

がく片 

内側 外側 

内側 外側 

がく片 

花柱 

葯の側面が裂開し
て開葯、開始後さら
に内側と外側に大
きく開いて花粉を飛
散する 

開葯を開始した状態 
（花粉粒が見られる） 

花粉の飛散する孔 
（開花後、先端部だけ開孔する） 

花粉の飛散する縦裂口 
（開花後、縦裂して開葯する） 

浅い縦溝（トマトではこの部分
が縦裂して開葯する） 

外側 内側 側面 

花弁 葯 

花弁 葯 

花柄 

花粉の出る孔 

花柄 

花糸 

胚珠 

胚珠 

花柱 

柱頭 

柱頭 

花粉の 
出る孔 

子房 

子房 

花柱 

がく片 
↑花粉収集能力の高いマルハナバチ。
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第２図　ウリ類の花の形態 （斎藤、1991） 

A.キュウリ 

B.メロン（藤下、1959） 

C.カボチャ（Baillon、狩野ら、1957） 

1.雌花 
  （Judson、1928） 

1.雄花 

葯 
葯 

柱頭 

葯の痕跡 

柱頭 

胎座胎座 

胚珠胚珠 

胎座 

胚珠 

2.両全花 3.雌花 

1.雌花 2.雌花 
（花弁除去） 

3.雄花 
（花弁除去） 

4.子房の横断面 

1心皮 

2.雌花の子房の横断面（Judson、1928） 
点線で囲んである部分が1心皮 

3.雄花の断面（Heimlich、1927） 
2花粉襄を持つ2本の集葯雄ずいと 
1花粉襄を持つ1本の雄ずいとがある 

花弁 

花冠筒 

がく片 
仮雄ずい 
蜜腺 

子房 

柱頭 

花柱 

は
、
ミ
ツ
バ
チ
を
多
く
入
れ
て
競
争
受
粉

さ
せ
る
か
、
花
粉
収
集
能
力
の
高
い
マ
ル

ハ
ナ
バ
チ
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ウ
リ
類
の
花
（
第
２
図
）

ウ
リ
類
は
雄
花
、
雌
花
（
ま
た
は
両
全

花
）
が
同
一
株
に
同
居
す
る
雌
雄
異
花
植

物
な
の
で
、
受
粉
に
は
昆
虫
の
助
け
が
必

要
で
す
。
そ
れ
で
、
ウ
リ
類
の
花
粉
や
花

蜜
は
ミ
ツ
バ
チ
の
誘
引
力
が
強
い
の
で
す
。

雄
花
は
花
粉
と
花
蜜
を
、
雌
花
は
花
蜜
の

み
を
生
産
し
ま
す
。
昆
虫
の
多
く
は
花
蜜

を
求
め
て
訪
花
し
ま
す
。
雌
花
は
短
太
の

花
柱
と
３
裂
（
カ
ボ
チ
ャ
は
２
裂
）
し
た

柱
頭
が
あ
り
ま
す
。

ウ
リ
類
の
う
ち
キ
ュ
ウ
リ
で
は
最
初
に

雄
花
が
咲
き
、
そ
の
約
10
日
後
に
雌
花
が

咲
き
ま
す
。
品
種
・
季
節
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
が
、
通
常
は
雌
花
１
に
対
し
て
雄

花
10
の
割
合
で
花
が
咲
き
ま
す
。
雄
花
は

房
咲
き
し
ま
す
が
、
雌
花
は
単
生
で
す
。

ス
イ
カ
で
は
概
し
て
６
節
ま
で
雄
花
が

つ
い
た
後
、
７
節
目
に
雌
花
が
単
生
し
ま

す
（
９
月
号
42
頁
第
２
図
参
照
）
。

ウ
リ
類
の
開
花
期
間
は
た
っ
た
１
日
で
、

日
の
出
前
後（
５
時
ご
ろ
）に
開
花
し
、
午

後
に
は
閉
花
し
ま
す
が
、
花
が
大
き
い
カ

ボ
チ
ャ
で
は
高
温
時
の
場
合
、
午
前
９
時

ご
ろ
に
閉
花
し
ま
す
。
な
お
、
曇
天
・
低

温
・
高
湿
日
は
開
花
が
遅
れ
ま
す
。
ま
た
、

ウ
リ
科
は
午
前
９
時
ご
ろ
の
受
粉
が
着
果

率
が
最
も
高
く
効
果
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
ミ
ツ
バ
チ
の
活
動
は
午
前

６
〜
12
時
で
、
８
〜
９
時
ご
ろ
に
最
大
の

活
動
を
し
ま
す
。
ウ
リ
類
は
開
花
と
ほ
ぼ

同
時
に
花
粉
が
出
る
の
で
、
受
粉
時
期
は

早
朝
か
ら
正
午
（
キ
ュ
ウ
リ
は
午
後
３
時

ご
ろ
）
ま
で
で
す
が
、
柱
頭
の
受
粉
能
力

は
ほ
ぼ
１
日
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
正
常
な

形
の
果
実
肥
大
を
得
る
に
は
、
分
岐
し
た

柱
頭
に
均
一
に
花
粉
が
つ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
特
に
、
ス
イ
カ
の
花
粉
は
粘
性
が

あ
り
塊
状
に
な
っ
て
い
る
の
で
放
散
し
に

く
く
、
ミ
ツ
バ
チ
の
訪
花
回
数
が
多
い
ほ

ど
受
粉
に
は
よ
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ち
な
み
に
、
一
般
に
ウ
リ
類
の
花

に
対
し
て
ミ
ツ
バ
チ
は
各
花
に
９
回
程
度

の
訪
花
を
し
て
い
る
よ
う
だ
、
と
い
う
こ

と
も
分
か
っ
て
い
ま
す
。

ウ
リ
類
の
育
種
で
は
、
交
配
作
業
は
開

花
前
日
に
蕾
つ
ぼ
み

に
袋
を
被
せ
て
虫
か
ら
隔
離

し
、
翌
朝
早
く
か
ら
始
め
て
午
前
10
時
ご

ろ
に
は
終
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

大
変
で
す
。
夜
に
開
花
す
る
ラ
ッ
カ
セ
イ

（
マ
メ
科
）
で
は
夜
間
の
交
配
作
業
に
な

る
の
で
、
ウ
リ
類
の
交
配
作
業
よ
り
は
楽

2

と
い
え
ま
す
。

ア
ブ
ラ
ナ
科
の
花
（
次
頁
写
真
）

ア
ブ
ラ
ナ
科
の
う
ち
、
キ
ャ
ベ
ツ
類
は

雌
し
べ
と
６
本
の
雄
し
べ
が
あ
り
、
６
本

の
雄
し
べ
の
う
ち
２
本
は
短
く
、
残
り
４

本
は
長
く
な
っ
て
い
ま
す
。
雌
し
べ
が
先

熟
で
、
朝
に
開
花
し
、
数
時
間
後
に
開
葯

し
て
花
粉
を
放
ち
ま
す
。
花
蜜
は
短
い
雄

し
べ
の
基
部
と
子
房
の
間
に
二
つ
あ
る
蜜み
つ

腺せ
ん

か
ら
、
開
花
３
日
間
は
毎
日
０
・
１
p

分
泌
さ
れ
ま
す
。
一
方
、
２
組
の
長
い
雄

し
べ
の
外
側
に
あ
る
蜜
腺
は
未
発
達
と
な

3
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り
ま
す
。
花
蜜
や
花
粉
は
ミ
ツ
バ
チ
の
誘

引
力
が
強
く
、
昆
虫
誘
引
力
や
花
の
形
状

か
ら
他
花
受
粉
す
る
性
質
が
強
い
と
い
え

ま
す
。ニ

ン
ジ
ン（
セ
リ
科
）・

タ
マ
ネ
ギ（
ユ
リ
科
）の
花

（
第
３
図
、写
真
）

■
ニ
ン
ジ
ン

花
は
５
本
の
雄
し
べ
と
２
本
の
雌
し
べ

・
２
子
室
か
ら
な
り
、
花
蜜
は
子
房
上
部

第３図　タマネギの花 
柱頭 

葯 

アブラナ科の花 ニンジン（セリ科）・ 
タマネギ（ユリ科）の花 

に
分
泌
さ
れ
ま
す
。
花
粉
は
ミ
ツ
バ
チ
誘

引
力
が
タ
マ
ネ
ギ
よ
り
も
強
い
で
す
。
葯

の
活
力
は
１
〜
２
日
以
上
あ
り
、
柱
頭
の

受
粉
能
力
は
開
花
３
〜
４
日
目
か
ら
７
日

程
度
あ
り
ま
す
。
花
が
集
合
し
た
花
傘
は

外
側
の
花
か
ら
開
花
し
、
そ
の
開
花
期
は

７
日
程
度
で
、
株
全
体
の
開
花
期
は
１
カ

月
程
度
で
す
。

■
タ
マ
ネ
ギ

１
株
か
ら
１
〜
６
本
程
度
の
花
茎
が
伸

び
、
花
茎
の
頂
部
に
花
球
が
つ
き
、
こ
れ

4

に
50
〜
２
０
０
０
個
の
小

※
１
　

花
が
つ
き
ま
す

が
、
開
花
は
不
斉
一
で
す
。
小
花
は
灰
白

色
で
１
本
の
針
状
の
雌
し
べ
と
、
６
本
の

雄
し
べ
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
雄
し
べ
の

内
側
３
本
が
先
熟
で
先
に
開
葯
し
て
次
か

ら
次
へ
と
花
粉
を
放
散
し
ま
す
。
そ
の
後
、

外
側
３
本
が
開
葯
し
て
不
規
則
な
間
隔
で

花
粉
を
放
散
し
ま
す
。

花
粉
の
ほ
と
ん
ど
は
開
花
初
日
の
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
に
放
散
し
、
１
日
半
以

内
に
全
花
粉
を
放
散
し
ま
す
。
柱
頭
が
受

粉
能
力
を
持
つ
の
は
全
花
粉
が
放
散
さ
れ

た
後
に
な
り
、
典
型
的
な
他
花
受
粉
が
行

わ
れ
ま
す
。
花
は
開
花
後
最
大
６
日
で
受

粉
さ
れ
ま
す
が
、
開
花
１
〜
３
日
後
に
受

粉
さ
れ
た
も
の
と
比
較
し
て
も
結
実
率
に

は
差
が
な
い
よ
う
で
す
。

花
粉
の
活
力
は
急
に
低
下
し
、
午
後
に

な
る
と
午
前
の
３
分
の
１
に
な
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
花
蜜
は
子
房
と
内
側
雄
し

べ
と
の
間
に
蓄
積
し
ま
す
。
毎
日
数
花
が

新
た
に
咲
き
、
花
球
は
２
週
間
以
上
に
わ

た
っ
て
開
花
し
、
株
全
体
の
開
花
期
間
は

１
カ
月
以
上
に
も
な
り
ま
す
。

ミ
ツ
バ
チ
の
性
質
と
働
き

■
ミ
ツ
バ
チ
な
ど
に
よ
る
受
粉

養
蜂
業
者
が
ミ
ツ
バ
チ
を
飼
育
し
て
ハ

チ
ミ
ツ
採
集
を
し
て
い
る
こ
と
は
周
知
の

と
お
り
で
す
が
、
ミ
ツ
バ
チ
は
花
か
ら
花

粉
と
花
蜜
を
奪
う
反
面
、
花
か
ら
花
へ
飛

び
回
り
な
が
ら
体
に
花
粉
を
つ
け
て
運
び
、

植
物
に
対
し
て
受
粉
さ
せ
る
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ウ
リ
類
の
よ
う
に
花
数
が
少
な
く
、
ミ

ツ
バ
チ
な
ど
に
よ
る
受
粉
の
助
け
を
必
要

と
す
る
植
物
は
、
花
蜜
を
産
出
し
、
に
お

い
が
強
く
、
大
き
く
、
色
が
目
立
つ
誘
引

性
の
高
い
花
を
持
っ
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
の
ア
ブ
ラ
ナ
科
植
物
や

ニ
ン
ジ
ン
、
タ
マ
ネ
ギ
な
ど
他
家
受
粉
性

↑ダイコンの花

↑キャベツの花

↑ハクサイの花

↑ニンジンの花

↑タマネギの花

5

※１ 小花…ひとつの花
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の
植
物
は
、
花
数
が
多
く
、
花
粉
量
が
多

く
、
風
媒
性
で
、
花
粉
が
同
種
の
花
に
容

易
に
到
達
す
る
花
形
態
に
な
っ
て
い
る
ほ

か
、
前
述
の
よ
う
に
花
蜜
を
産
生
し
て
昆

虫
を
誘
引
し
、
虫
媒
受
粉
を
促
す
仕
組
み

も
あ
り
ま
す
。

野
菜
の
採
種
栽
培
や
ト
マ
ト
な
ど
果
菜

類
の
栽
培
で
は
、
ミ
ツ
バ
チ
な
ど
が
受
粉

用
に
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、

一
代
雑
種
（
F1
）
の
採
種
栽
培
で
は
種
子

親
（
雌
株
）
に
花
粉
親
（
雄
株
）
の
花
粉

を
受
粉
す
る
必
要
性
か
ら
、
受
粉
昆
虫
は

必
須
で
す
。
こ
れ
に
は
、
ミ
ツ
バ
チ
や
マ

ル
ハ
ナ
バ
チ
が
多
く
利
用
さ
れ
て
お
り
、

各
々
の
特
徴
を
生
か
し
て
利
用
さ
れ
て
い

ま
す（
表
）。
両
者
を
比
較
す
る
と
ミ
ツ
バ

チ
は
曇
雨
天
で
は
飛
べ
な
い
、
朝
夕
の
低

温
時
に
は
活
動
が
鈍
る
な
ど
、
マ
ル
ハ
ナ

バ
チ
よ
り
も
や
や
劣
る
点
が
あ
り
ま
す
が
、

自
ら
は
満
腹
に
な
っ
て
も
せ
っ
せ
と
花
粉

や
花
蜜
を
集
め
て
貯
蔵
す
る
の
で
、
受
粉

能
力
は
高
い
と
い
え
ま
す
。

■
タ
マ
ネ
ギ
の
花
蜜
と
ミ
ツ
バ
チ

タ
マ
ネ
ギ
の
一
代
雑
種
品
種
の
採
種
で

は
、
種
子
親
（
雌
株
）
は
花
粉
が
な
く
、

花
粉
親
（
雄
株
）
の
花
粉
を
虫
媒
受
粉
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
、
種
子
親
は
花
蜜
を

産
出
し
て
強
い
ミ
ツ
バ
チ
誘
引
力
を
持
つ

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ち
な
み
に
ミ
ツ
バ
チ

は
人
間
と
は
異
な
り
紫
外
線
が
見
え
、
そ

れ
を
利
用
し
て
行
動
し
ま
す
が
、
紫
外
線

が
カ
ッ
ト
さ
れ
た
ハ
ウ
ス
内
で
は
活
動
が

鈍
る
の
で
採
種
栽
培
で
は
注
意
が
必
要
で

す
（
第
５
図
）
。

タ
マ
ネ
ギ
の
花
蜜
に
は
果
糖
が
最
も
多

く
、
次
い
で
ブ
ド
ウ
糖
が
多
く
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
花
蜜
に
カ
リ
ウ
ム
が
多
か
っ
た

り
、
高
温
・
乾
燥
で
花
蜜
が
濃
縮
さ
れ
乾

燥
し
て
結
晶
化
す
る
と
、
ミ
ツ
バ
チ
は
こ

れ
ら
を
嫌
っ
て
ほ
か
の
花
に
逃
げ
て
い
き

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
採
種
栽

培
で
は
高
温
・
乾
燥
を
避
け
る
、
カ
リ
肥

料
を
抑
え
る
な
ど
の
注
意
が
必
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。
な
お
、
果
糖
は
最
も
甘
い
糖

で
、
シ
ョ
糖
の
１
・
３
〜
１
・
７
倍
の
甘

さ
が
あ
り
、
ま
た
保
湿
性
が
あ
っ
て
結
晶

化
を
防
止
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
高
温
・
乾
燥
下
で
も
ミ
ツ
バ
チ
の

誘
引
力
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

集
め
ら
れ
た
花
蜜
は
栄
養
価
が
高
く
、

温
度
・
湿
度
も
高
い
巣
内
で
は
変
質
し
や

す
い
の
で
す
が
、
ミ
ツ
バ
チ
は
ど
の
よ
う

に
し
て
こ
れ
を
防
い
で
い
る
か
が
不
思
議

で
し
た
。
実
は
、
ミ
ツ
バ
チ
は
花
蜜
を
貯

蜜
に
変
え
て
貯
蔵
し
て
い
る
の
で
す
。
こ

の
貯
蜜
は
シ
ョ
糖
が
全
く
な
く
、
成
分
と

し
て
は
果
糖
、
ブ
ド
ウ
糖
の
順
に
多
く
、

糖
濃
度
は
80
％
濃
縮
さ
れ
、
pH
は
３
・
５

と
極
め
て
低
い
の
で
す
。
す
な
わ
ち
、
花
※
２
　

蜜
を
濃
縮
す
る
ば
か
り
で
な
く
酸
性
に
し

（
シ
ョ
糖
が
ミ
ツ
バ
チ
の
出
す
酵
素
で
分

表　ミツバチとマルハナバチとの比較 

大きさ（体長） 

訪 花 性 

活動温度 

農薬耐性 

寿　　命 

受粉能力 

働き蜂：10～13A、雄蜂：12～13A、 
女王蜂：13～17A 大きい（ミツバチの３～５倍） 

項　目 ミツバチ マルハナバチ 

曇雨天や紫外線カット 
フィルム被覆下での活動 

多種の花に訪花し、蜜と花粉を集め
る。蜜のないトマトなどでの花粉媒
介の効果は低い 

同左。ミツバチ以上に多くの花粉を必
要とするので、蜜のないトマトなどにも花
粉を求めて訪花する。全身を振わせて
花粉を集めるため、受粉に有利である 

曇雨天では飛べない。紫外線カット
フィルム被覆下で活動が鈍る 

活動する。古い汚れたビニール被覆
下では活動が鈍る 

低温・高温活動性はマルハナバチ
より劣る 

７～35℃（適温：17～27℃）。低温活
動性が高く、朝夕も活発に活動する 

極めて弱い 極めて弱いが、水を飲まない分ミツ
バチより若干強い 

長い 
平均寿命は40～50日であるが、高温・
低温・花粉量不足などで短命になる 

花蜜・花粉の収集能力が高く、受粉
能力が高い。反面、花数が相対的
に少ないと花粉が食べられて受精
がかえって悪くなるので、導入時期
に注意が必要である 

花蜜・花粉の収集能力はミツバチよ
り劣るので、より多くの頭数を必要と
する 

解
さ
れ
て
酸
が
で
き
る
）、

流
動
性
の
高

い
果
糖
の
割
合
を
高
め
て
結
晶
化
を
防
止

し
、
ま
た
花
粉
に
貯
蜜
を
混
合
し
て
漬
け

込
む
こ
と
で
保
存
性
を
高
め
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

＊
　
　
＊
　
　
＊

以
上
の
よ
う
に
、
植
物
は
子
孫
繁
栄
の

た
め
に
他
花
受
粉
に
よ
っ
て
遺
伝
子
の
幅

を
広
げ
て
多
様
な
環
境
に
適
応
し
よ
う
と

す
る
能
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
花
の
形

態
や
性
状
か
ら
伺
え
ま
す
。

第４図　花蜜と昆虫 （Frisch、1949） 

花蜜は花の奥で分泌
されるので、昆虫が花
蜜を吸うと花粉がそ
の体につくことになる 

第５図　ヒトの眼（上）とミツバチの眼（下）に見えるスペクトルの色 

300 400 480 500 550 600 650 700 800mμ 300 400 480 500 550 600 650 700 800mμ 
見えない 

ヒト 

ミツバチ 
似た色（青色域） 似た色（黄色域） 

見えない 

※数字は波長（単位：mμ＝nm：ナノメートル＝109分の1m）を示す。 

（紫外線） すみれ 青 青緑 緑 黄 オレンジ 赤 

紫外線 すみれ 青 青緑 緑 黄 オレンジ （赤） 
｝ ｝ 

（Frisch、1965） 

※２ 花蜜を酸性にする…酸性化はショ糖が酵素スクラーゼで分解されブドウ糖と果糖になり、さらにブ
ドウ糖が酵素グルコースオキシダーゼによってカルボン酸になるためとされる。


